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ClZ月末厨現在〉 前月比
人口 55.551 (d.4，3) 
{男 Z6.7L8 凶 5)
女 U.831 (d.18) 
世帯数 lt.49u (+ 6) 
転入 Z&4 出生側
転出 357 死亡 、Z9
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ご成人bめでとうござ、います 2手

六村市では 1月15日の午前10時から中央公

民館に今年成人と友られた821名の方々を集

めて成人式を行ないました。今日からみづか

ら大人になったことを自覚しまた将来に向っ

て力強く伸びゆく若人たちは、それぞれ希望

肥満ちて巣出ち行くことでしょう。こむ若々

しい人たちを前に市長の式辞、県知事.市議会

議長、教育委員長のさき祝のことば、成人者代

表の答辞があって式は終りました。私たちは

心から祝福し励ましてやPたいと思います。
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こ
ん
ど
新
ら
し
く

成
人
者
と
な
っ
た
人
達
を
囲
ん
で

f ‘ー 場所=中央公民館講座室

出席した人=山口重子 (市農協〉遠缶正俊〈農業〉山本豊一郎(農業〉 藤戸キミ子(長大生〉浜鴨芙

佳恵(商業〉 池田住子〈市役所〉 松本茂樹 (農業〉橋本陸子 (郵便局〉民福強兵〈長大

生〉鹿山雅勝 (農業〉樫山百合子(家事〉御厨幹正(商業)大串ユキエ(看護婦〉轟木

勝次 (自衛隊J域岸一男(自衛隊〕宮本武昭 (自衛隊〉田中丸みどり(看護学校生徒〉

大村市長・ 大浦助役 ・福田選管委員長 ・村川教育委員長 ・湯川教育長 ・南野総務課長

司会=渡辺社会教育課長

Y

l
若
い
人
達
が
集
っ
て
楽
し
一
』
つ

M
l私
は
定
時
制
高
校
を
卒
業
め
る
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
一

J

じ
た
が
、
就
職
状
況
が
非
常

K
l
ス

ポ

ー

ツ

振

興

の

た

め

の

一

パ

に
ぎ
。
こ
れ
は
世
聞
が
定
施
設
が
ほ
し

い

。

一

ι

時
制
高
校
に
理
解
が
な
い
か
市
長

l
市
立
の
体
育
館
と
各
地
…
ん
べ

ら
だ
と
思
う
ω

暖

か

く

迎

え

区

の

中

学

校

を

作

ら

ね

ば

友

一

定

日

て

ほ

し

い

。

ら

な

い

と

考

え

て

い

る

。

現

品

加

。
|
私
は
中
学
卒
で
す
。
ど
う
在
西
大
村
中
学
校
に
体
育
館

一

が

に

し

て

も

高

校

ま

で

は

行

き

た

を

建

築

中

で

あ

る

。

一

市

金

か
っ

た

・

:

。

図

書

館
も

一

員

に

大

き

な

足

年

U
!
い
ま
ま
で
親
に
た
よ
っ
て
も
の
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
正
ミ

き
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
で
各
地
区
に
も
図
書
館
が
あ
る
一
引

責
任
を
も
っ
て
生
き
た
い
。
の
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
二

f

y
l
い

ま

ま

で

の

よ

う

に

口

先

考

え

て

い

る

。

一

だ
け
で
な
く
、
行
動
を
伴
左
中
央
公
民
館
が
ど
う
し
て
も
F

わ
せ
て
生
活
七
で
い
き
た
い
必
要
在
の
で
完
備
し
た
い
。
…

H
l
職
場
に
と
け
こ
み
、
上
役
村
川
教
育
委
員
長
l
ド
イ
ツ
で
一

大
村
市
ぐ
ら
い
の
町
に
住
ん

の
良
い
と
こ
ろ
は
見
醤
い
、

で
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
研
一

一
生
懸
命
仕
事
に
う
ち
こ
み

H

修
所
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
集
ん

た
い
。

ま
り
、
ヨ
ッ
ト
や
、
ダ
ン
ス

Y
l家
業
で
あ

る
農
業
を
や

ろ

な

ど

を
た
の
し
ん
で
い
た
《
一

う
か
、
他
K
進
も
う
か
な
ど
‘

男
女
の
清
い
交
際
も
で
き
、
…

ふ
ら
ふ
ら
せ
歩
、
農
業
に
専
守

め
で
た
く
ホ
l

ムィ

γす
る
一

念

rべ
き

で

あ

る

こ

と

を

決

人

々

も

多

か

っ

た

。

~

心
し
た
。

…

T
!
中

学

時

代

か

ら

農

業

に

専

一

念
し
よ
う
と
決
心
し
て
い
た

F

の
で
、

こ

れ

か

ら

も

心

の

動

一

揺
を

感

ぜ

歩

進

み

た

い

。

一

、

、

i
!、、、
i
l
t
i

過
去
を
ふ
り
か
え
っ
て

成
人
者
と
し
て
の
希
望

こ
の
ほ
か
、
市
政
に
つ
い
て
の
建

設
的
な
意
見
も
で
て
、
若
々
し
い

雰
囲
気
の
う
ち
に
成
人
者
座
談
会

は
お
わ
り
ま
し
た
。
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昨年:6月、乳幼児の病気の指導や気す功、友い病気の発見、または
全般的主健康診断による小児専問医の育児保健指導のため、つぎの

先生方にさき願いして乳幼児のけんしんを行主主いました。

受診者は512名で、 54.8%の受診率を示し、受診者内訳は才一千48

ア0.才二子36%、才三子以上26%でした。

指導歪師 田川先生(開業医〉 田崎先生(国立病院〉 出口先生

(市立病院) この結果 市内の乳幼児の実態は'コぎのと治Dと

なっています。

※わかbやすくするため中央部(大村西大村竹松〉周辺部 f三

浦鈴田‘萱瀬福重松原〉に分けて集計しました。

※生下時体重とは生れたすぐの体重のことです。

(その I) 

|、 11年 体重
[x 分

守j b正

中央部(竹1)) 3 ，275 3 " 150 

周辺部(" ) 3、151 3，085 

大村市 (" ) 3 ，242 3 ，133 

全国(" ) 3，130 3，060 

(単位g)(別表1) 生下時体重

包
中
央
部
と
周
造
部
の
笠
下

時
体
重

別
表
1
の
と
語
り
で
周
辺
部

が
や
や
低
い
傾
向
が
見
ら
れ

る
。
全
般
的
に
見
る
と
、
大

体
全
凶
標
準
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
し
か
し
受
診
者
中
六

ガ
は
未
熟
児
で
あ
っ
た
の
で

一
考
を
要
す
る
。
未
熟
児
の

原
因
に
は
、
早
産
、
妊
娠
中

~
の
栄
養
、
労
仇
友

E
が
誘
因

に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、

妊
婦
は
生
活
態
度
に
十
分
注

意
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

(別表2) 

1)く うナ トl女号男Ij 
i手親の年 令 l孟 分
20，.t-25-;j' I 26J-30オ 31才以上

男 3，274 3.280 3.263 
中央部 (平均!'

女 3.073 3.157 3，253 

男 3.184 3，122 3.180 
周辺部(" ;-

ーな 3、083 3，055 3，134 
男 3.253 3，231 3.240 

大村市(" ) 
女 3，077 3，134 3，221 

母親の年令別による生下時体重
(単位g)

。
母
親
の
年
令
別
出
産
状
売

と
生
下
時
体
重

一
一
十
才
代
に
ゐ
け
る
出
産
が

圧
倒
的
に
多
く
、
七
七
、
三

M
F

を
一
不
し
、
全
国
平
均
と
ほ

と
ん
ど
か
わ
h
y
が
な
い
。

ま
た
母
親
の
年
令
区
分
に
よ

る
生
下
時
体
重
も
全
国
平
均

と
大
差
な
く
、
別
表
2
の
と

会
り
で
あ
る
。

③
出
生
順
位
別
生
下
時
体
重

出
生
ぃ
順
位
に
よ
る
生
下
時
体

重
に
つ
い
て
は
別
表
3
の
と

語
り
で
あ
り
、
全
国
平
均
と

大
差
は
な
い
。

(別表3) 

EELぢL lj 
出 生 111([ 位別

I;{ うf
第 1 r 第 2 f 第 3 (-第4子以上

中央部 (平均l
男 3，214 3，296 3，436 3.254 
女 3，107 3，143 3，216 3，352 

周辺部 (" ) 
男 3，119 3，087 3，243 3，222 
女 3，043 3，157 2，960 3，034 

大村市 (" ) 
5月 3，191 3，249 3，368 3，235 

女 3093 3，147 3.116 3，208 

(単位g)
出生順位別の生下時体重

ぜ

あ
り
が
と
う

圃」

ご
ざ
い
ま
し
た

へ社
寄会
付福
祉
事
業
資
金

大
島
大
火
と
新
潟
地
震

に
見
舞
金

市
内
幸
町
七
二
の
松
永
利
雄

さ
ん
は
亡
母
コ
ト
さ
ん
の
忌
明

に
、
社
会
福
祉
事
業
資
金
に
と

金
一
封
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

大
村
高
校
定
時
制
生
徒
一

聞
は
大
島
大
火
見
舞
金
に
四

千
二
十
一
円
、
原
口
住
宅
管

田
行
男
さ
ん
は
新
潟
地
震
見

舞
金
二
千
円
と
見
舞
品
一
包

を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

清
和
国
に
寄
付

ム
原
口
郷
原
口
正
夫
菓
子
二
キ
次
(
リ
チ
紙
二
束
、
石
け
ん
二

ロ
ム
大
高
家
庭
科
グ
オ
ル
九
十
個
)
二
十
八
人
分
ヘ
松
竹
映
画

四
本
ム
三
浦
中
学
校
ア
メ
三
、
館
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
往
復
に

τ

五
キ
ロ
プ
ド
ワ
十
キ
ロ
、
雑
誌
映
画
慰
問
A
古
町
六
区
婚
人
会

三
十
二
冊
ム
大
村
民
謡
協
会
、
支
部
長
高
戸
ワ
メ
子
古
着
四
点

代
表
者
八
回
テ
ヨ
金
五
百
円
民

A
県
知
事
、
の
り
佃
煮
三
十
個

謡
手
踊
慰
問
ム
大
村
ロ

l
グ
リ
ム
県
共
同
募
金
会
、
県
社
福
祉

ク
ラ
ブ
金
二
千
八
百
同
、
ス
ポ
協
議
会
金
二
千
八
百
円

A
規
友

ン
ジ
枕
二
十
八
個
、
グ
オ
ル
二
会
、
若
水
会
、
琴
、
尺
八
慰
問

十
八
本
ム
大
村
市
役
所
職
員
金
千
円
ム
桜
馬
場
郷
黒
川
ア
ヤ

く
ら
け
会
、
ま
ん
じ
ゅ
う
三
十
子
、
衣
料
品
二
点
A
福
重
松
本

包
、
演
芸
慰
問
ム
武
部
郷
尾
上
寅
て
ス
ラ
イ
ド
映
写
慰
問
、

石
け
ん
二
十
四
個
、
日
本
舞
菓
子
二
箱
ム
三
城
三
区
婦
人
会

謡
慰
問
ム
光
建
設
菓
子
大
二
袋

手
踊
慰
問
、
ア
メ
二
五
キ
ロ

ム
大
村
市
役
所
職
員
組
会
、
生
粉
石
け
ん
四
箱
、
洗
濯
石
け
ん

一
菓
子
一
箱
ム

K
青
年
、
ジ
ュ

1

一
O
個
ム
池
田
住
宅
吉
田
政
夫

一
ス
五
十
本
ム
中
諏
訪
郷
上
田
市
チ
リ
紙
一
メ



り大村市政だよ G4) 

お
し
ら
せ
コ

ー

ナ

ー

ー

-
戦
没
者
の
妻
に
生
業
資

金
を
貸
付

昭和~3年 4 月 zz 日第三種郵便物認可

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
の
国
庫
債
券
を
治

持
ち
の
か
た
の
た
め
に
生
業

資
金
の
貸
付
と
国
庫
債
券
の

買
上
け
を
行
友
い
ま
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
二
月
十
二

日
ま
で
に
、
保
険
年
金
課
へ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
生
業
資
金

j

①
条
件
生
活
に
因
っ
て
ゐ

h
y
、
生
業
の
た
め
の
資
金

に
利
用
す
る
か
た
。

②
貸
付
限
度

額

十

万

円

③
持
参
品
特
別
給
付
金
圃

庫

債

券

印

鑑

、
事
業
計

画
書

マ
国
貝
上

①
条
件
生
活
保
護
法
の
適

用
を
受
け
て
い

る
か
た
。

生
活
に
困
っ
て
い

る
か
た

②
買
上
償
還
額
十
万
川

③
持

参

品

国

庫

債

券

印

鑑

買

上

を
必
要
と
す
る

旨
の
証
明
書
(
用
紙
は
保

険
年
金
課
社
会
係
に
あ
b

ま
す
)

I
l
l
l農
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

昭和初年2月1日

※
，
こ
の
セ
ン
サ
ス
で
対

'象
と
友
る
農
家
は
次
の
い

!
?
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

を
い
う
。

①
調
査
日
現
在
、
経
営
耕
地

面
積
が
五
敵
以
上
で
あ
る

V

」ム」。

②
調
査
目
前
過
去
一
年
間
に

。治
け
る
農
業
生
産
物
の
総

販
売
額
ゲ
三
万
円
以
上
で

あ
る
こ
と
。

二
月
一

日
現
在
で
中
間
農

業
セ
シ
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ

の
調
査
は
農
業
に
関

す
る
国
勢
調
査
と
い

わ
れ
る

も
の
で
、
わ
が
国
の
農
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
て
激
し

セ
ン
サ
ス
で

午
前
九
時
よ
b
十
二
時
ま

で

…

病

院

に

か

か

る

と

き

の

マ
携
行
ロ
即

…

川

被
爆
者
健
康
手

帳

…

ι
山

は

時

叩

閉

畑

一

m
m
州

日

駒

村

当
日
の
大
便
(
指
頭
の
大
…
さ

月

ま

改

3
U
2
8
2

給

た

金

担

…
正

1

b

1

、

め

の

負

き
さ
の
も
の
を
マ

ッ
チ
箱

…

改

は

な

行

円
円

円

円

円

例

蛤

。

批

酌

i

に
入
れ

る

)

…

が

分

に

刊

行

印

日

間

入

料

る

主

5
す
…

…
法

る

-P

現

1
1

6

1

本

具

あ

帯

は

ま

…

比一……一
一一一一
正月間日刊待問一一一一

時立一一一一
一…

ま
す
の
で
、
必
4
3
受
診

し

て

ま

す

…

療

食

-

病

使

医

使

医

使

①

①

…
医

側

ら

立

表

業

表

料

表

釘

日

下
さ
い
。

-

H

皮

、

公

甲

開

乙

歯

乙

、

…

マ
受
講
対
象
者

H

f

カ

/
¥
(
¥
I
t
〔

マ
期
日
と
場
所

、

…

三
月
に
行
な
わ
れ
る
危
険

…

主

3

』
乙
斥
乙

一一月

一
日
よ
り
二
十
日
ま
で

・

・

:
j
i
-
-
-
-
-
-
-
i
・:
::
:
:
制
い
全
¥
が
、
失
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! 実施場所=池田射撃場
実施日程=1 日 ~ 2 日 ， 5日- 6日:
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